
道徳教育総合支援事業
平成26年度指定校・指定地域

高山村立高山中学校

◯発問の工夫

指導観（価値観・生徒観・資料観）を明確に発問を構成する。

◯資料提示の工夫

資料との出合わせ方・場面絵・板書・ワークシート等の検討のうち、特に、学習したこと

を視覚的に捉えやすくするための、計画的、構造的な板書を工夫する。

◯評価の工夫

ワークシートに共通項目を設け、毎時間自己評価させる。 年４回の道徳意識調査を行

い、生徒の変容を捉える。

研究課題 自他のよさを認め、自ら判断し、
よりよく生きようとする生徒の育成

－自己決定を導く資料提示や発問の工夫を通して－

（１）校内の指導体制の充実
①道徳教育推進教師と研修主任の分担と協働

②全教師が力を発揮できる推進体制と運用

学年部（１年・２年・３年）と平行して、研究開発部をおき、

授業研究・体験活動研究・情報分析を行う。

（２）効果的な資料選定と指導計画の整備

①資料選定の規準を共有

②道徳教育全体計画と別葉の整備

ア 資料が長すぎず、指導すべき内容項目と、その資料のもつ道徳
的価値が適合していること

イ 生徒の実態を踏まえ、感動を覚えたり葛藤したりするなど、生徒
の心をとらえるものであること

ウ 重点内容項目「向上心・個性の伸長」「役割と責任の自覚・集団
生活の向上」「人間愛・思いやりの心」「生命尊重」については複
数の資料を選定し、それぞれの価値が系統的に深められること

２ 道徳の時間における具体化

１ 道徳教育の整備と環境づくり

道徳の一単位時間が、道徳教育全体の

補充・深化・統合のいずれにあたるか、
明確にして構想します。

研究の構造図

授業における別葉の活用

横に見て空欄が多い内容項目は、
「補充」を意図して道徳の授業を行い
ます。

模擬授業による授業改善サイクル



○道徳の時間の指導にあたり、道徳教育の全体計画別葉を活用した結果、

教科指導も道徳の内容項目を意識した指導が実践され、生徒の取組も向
上した。

○授業改善に、板書等の具体的な改善から取り組んだことで、生徒の道徳的
価値の把握や生き方についての理解が深まった。

○体験活動の後の感想に、感動した思いや、お世話になった方への感謝等
が綴られ、道徳性の高まりが見られた。

○学校・学年行事の体験を通して感じたことを、共通の振り
返り用紙に記入、ポートフォリオ化し、活用する。

○保護者・地域へ向けての道徳の授業
公開や講演会を実施するとともに、
学級通信や学校だよりを通して様子
を伝える。

３ 体験活動を生かした道徳教育の推進と家庭・地域との連携

４ 研究の成果
道徳啓発リーフレット

授業実践例

板書の構造化

★授業記録（中心発問を中心に抜粋 T：教師、C：生徒）

T ：「白ゆりの純白の輝きに智行の涙が止まらなかったのはなぜだろうか」

T ：「時間を４分程度とります」（ワークシートに記入）

T ：「４人の班になって意見交流をしてください」

（班別意見交流→班を戻す）

T ：「では、班での意見交流を踏まえて自分として考えたことを発表してく

ださい」

C１：「白ゆりの純白の輝きが道信のように思えて、やり直そうとしたその道

信を追い出そうとした自分を後悔した」

T ：「同じことを書いた人は」→数名が挙手。

「ほかには」

C２：「白ゆりの純白の輝きを見て、自分はなんと器の小さい男なんだろうと

思った」

T ：「同じことを書いた人は」→数名が挙手。

「ほかには」

C３：「本当は道信に会えて嬉しかったのに心の中で許せないと思った自

分に涙がこぼれた」

T ：「もう一つの意見も発表してください」

C３：「白ゆりの純白の輝きを見て、心の闇が消えたから」

T ：「なるほど、同じようなことを書いた人」→数名が挙手。

「ほかには」

C４：「変わろうとした道信を許せない自分の未熟さに気付いたから」

T ：「同じことを書いた人」→数名が挙手。

「ほかには」

C５：「許せない気持ちがあるのに、白ゆりを見て感動したから」

T ：「同じことを書いた人」→数名が挙手。

交流の様子

授業記録

３つの理解を授業
に組み込む工夫をし
ました。生徒が、自
己評価をする際の視
点ともなります。


